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財政と社会保障 名前

問1 日本の社会保障制度は「四つの柱」と呼ばれる4つの分野で構成されています。このうち、高齢者、障害者、子供など、日常生活を送るうえで援
助を必要とする人々に対し、施設の提供や相談援助といった具体的な生活支援を行うサービスを何といいますか。 （2025年 岐阜県公立入試 類似）

1. 公的扶助 2. 公衆衛生 3. 社会福祉 4. 社会保険

問2 1960年代の高度経済成長期において、当時の池田勇人内閣が打ち出した、国民の生活水準を劇的に向上させることを目指した経済政策のスロー
ガンとして適切なものはどれですか。 （2016年 大阪府公立入試 類似）

1. 日本列島改造 2. 所得向上 3. 所得倍増 4. 所得均等

問3 1970年から2010年にかけての日本の統計において、65歳以上の人口が占める割合は7.1％から23.0％へと急増しました。この期間の社会保障
制度の財政推移を説明した文として、適切なものを選びなさい。 （2016年 東京都公立入試 類似）

1. 社会保障給付費の増加を補うため
に社会保険料による収入額も同等の
ペースで増加し続けたため、1970年
以降も財政の均衡が保たれている。

2. 65歳以上の人口割合は増えたもの
の、社会保障給付費の増大は主に児
童手当などの少子化対策費によるも
のであり、高齢化の影響は限定的で
ある。

3. 1970年から2010年にかけて、社
会保障給付費と社会保険料による収
入額はどちらも減少傾向にあり、社
会保障制度の規模は縮小している。

4. 社会保障給付費が社会保険料によ
る収入額を大きく上回って急増して
おり、給付と負担の差額が年々拡大
する傾向にある。

問4 直接税である所得税と、間接税である消費税の違いを説明した文として、正しいものはどれか。 （2015年 長野県公立入試 類似）

1. 所得税は納税者と担税者が同じだ
が、消費税は納税者と担税者が異な
る。

2. 所得税は納税者と担税者が異なる
が、消費税は納税者と担税者が同じ
である。

3. 所得税は企業が支払う税金であり
、消費税は個人が支払う税金である
。

4. 所得税は商品の価格に含まれるが
、消費税は所得の額に応じて決まる
。

問5 日本の租税制度において、納税者（税金を納める義務がある人）と、実際に税金を負担する人（担税者）が一致する税金のことを「直接税」と
いいます。これに該当するものを次の中から選びなさい。 （2023年 宮城県公立入試 類似）

1. たばこ税 2. 所得税 3. 酒税 4. 消費税

問6 日本の財政における「公共事業関係費」の1990年代から2020年にかけての推移と、その背景に関する説明として最も適切なものはどれですか
。 （2023年 京都府公立入試 類似）

1. 高齢化の進展に伴い、介護や医療
への支出を増やす必要があるため、1
990年代から一貫して増加し続けて
いる。

2. 1990年代後半に景気対策として
増額された後、2000年代には財政再
建を目指す方針から減少に転じ、そ
の後は低い水準で推移している。

3. 地方自治体間の財政格差を是正す
る目的があるため、都市部から地方
への人口移動に合わせて2010年代以
降に急増した。

4. 国の借金である国債の利子を支払
うために必要な経費であるため、発
行残高の増加とともに急激に増大し
ている。

問7 社会保障の在り方について学習している中学生の康平さんたちは、日本の人口構成の変化に注目しました。一般に、統計において「高齢化率」
を算出する際、対象となる年齢層の基準として正しいものはどれですか。 （2019年 岡山県公立入試 類似）

1. 十五歳から六十四歳までの人口 2. 六十五歳以上の人口 3. 十四歳以下の人口 4. 六十歳以上の人口

問8 日本の社会保障制度の仕組みと「公衆衛生」の役割について説明した文章として、最も適切なものはどれですか。 （2025年 栃木県公立入試 類似）

1. 高齢者や障害者、子どもなどが社
会の中で自立した生活を送れるよう
、施設やサービスを提供する仕組み
である。

2. 経済的に困窮し、自立した生活が
困難な人に対して、国が全額公費で
最低限度の生活を保障する仕組みで
ある。

3. 病気や失業などのリスクに備え、
国民が事前に出し合った保険料を主
な財源として給付を行う仕組みであ
る。

4. 国や自治体が、感染症の予防や生
活環境の整備を行うことで、社会全
体の健康増進を図る取り組みである
。

問9 日本の財政において採用されている累進課税制度の仕組みと目的について述べた文として、最も適切なものはどれか。 （2022年 神奈川県公立入試 類似）

1. 全ての国民の所得に対して同一の
税率を適用し、景気の変動に左右さ
れない安定した税収を確保する。

2. 不景気の際に公共事業への支出を
減らすことで、国の財政赤字を早期
に解消する。

3. 所得の高い人ほど高い税率を適用
することで、経済的な格差を調整し
所得を再分配する。

4. 予算の作成だけでなく、予算と決
算の議決についてもすべて内閣の権
限で行う。

問10 日本の社会保障制度は主に4つの部門に分類されます。そのうち、予防接種などの感染症対策や、生活環境の衛生維持を通じて国民の健康を守る
部門として、最も適切なものを選びなさい。 （2026年 熊本県公立入試 類似）

1. 医療保険 2. 社会福祉 3. 公衆衛生 4. 公的扶助

問11 所得税や法人税のように納税者と税負担者が同一である「直接税」と、消費税のようにそれらが異なる「間接税」の割合を直間比率と呼びます
。2004年と2024年の日本の税収構成を比較した資料によると、消費税の額が顕著に増加する一方で、所得税と法人税の合計が主要三税の総額
に占める割合は相対的に低下しています。この状況から読み取れる直間比率の変化として正しい説明を選んでください。 （2026年 愛知県公立入試 類似）

1. 直接税と間接税がどちらも同じ額
だけ増加したため、直間比率は変化
していない。

2. 税収構成において直接税の占める
割合が高まり、間接税の占める割合
が低下した。

3. 税収構成において間接税の占める
割合が高まり、直接税の占める割合
が低下した。

4. 直接税と間接税がどちらも大幅に
減少したため、税収の総額が著しく
減少した。

問12 2019年10月に行われた消費税の税率改定について、その変更内容として正しいものを選びなさい。 （2020年 沖縄県公立入試 類似）

1. 税率が10%から15%に引き上げ
られた

2.
税率が5%から8%に引き上げられた

3.
税率が3%から5%に引き上げられた

4. 税率が8%から10%に引き上げら
れた

問13 消費税は、商品の購入に対して一律の税率が課される税金ですが、個人の所得に対する税金の負担割合を考えた場合、所得が低い人ほどその負
担の割合が高くなるという性質を持っています。所得が高くなるにつれて税率が上がる所得税などの累進課税とは対照的な、この消費税特有の
性質を何と呼びますか。 （2023年 群馬県公立入試 類似）

1. 垂直的公平 2. 源泉徴収 3. 累進性 4. 逆進性

問14 国民が稼いだ所得全体に対し、税金として支払う「租税負担」と、年金や医療保険などの「社会保障負担」を合わせた金額が占める割合のこと
を何と呼びますか。 （2025年 千葉県公立入試 類似）

1. 経済成長率 2. 有効求人倍率 3. 国民負担率 4. 貯蓄率


